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2:30 PM - 2:45 PM

シジュウカラとコムクドリの巣から得られたHaploglossa属と
Hylota属（甲虫目：ハネカクシ科）の分類と生態

◯Yuto Tasaku1, Makiko Takenaka1, Shin Matsui1, Munetoshi Maruyama2 (1. Tokai Univ. , 2. Kyushu
University Museum)
 
鳥の巣は様々な昆虫の生息場所となっていることが古くから知られており、これらには鳥の巣のみに依存して繁
殖する種と他の場所でも繁殖できる種が含まれる。鳥の巣を利用する種の研究が盛んに行われてきた蛾類で
は、ケラチン食性の種は鳥の巣に依存することが示唆されるなど、食性が依存度の尺度に用いられることが多
かった。今回研究対象としたヒゲブトハネカクシ亜科ゴミハネカクシ族 OxypodiniのHaploglossa属とHylota属
も鳥の巣への選好性が指摘されているグループである。しかし、食性などの生態的知見はほとんどなかった。演
者らは、北海道においてシジュウカラとコムクドリの巣からHaploglossa属を2種、Hylota属を1種採集した。こ
れらを検討した結果、前者は未記載種である可能性が高く、後者は日本未記録種であることが判明した。ま
た、これらの成虫と幼虫を飼育観察したところ、Haploglossa属の一種で羽や羽鞘(鳥類の羽が伸長する過程で羽
を覆っている鞘)を食べるケラチン食性であることが確認された。種ごとに多様な食性をもつ本亜科でも、ケラチ
ン食は初めての記録となる。また、鳥の巣を利用する昆虫について、食性だけでなく生活史形質における鳥の巣
への依存度を検証する必要がある。


